　コープとうきょう、さいたまコープの水産、畜産の加工をしている生鮮センターは、埼玉の桶川市と所沢市にありますが、作業のほとんどは約４００名のパートが担っています。パートは募集しても応募がない状況で、足りないところは派遣の方に入ってもらっています。２月に３年の契約満了の方が５０名ほどいらして、そのうち直雇用のパート・アルバイトになった方は１５名でした。３５名の方はパートになると時給が１００円ほど安くなるから直雇用を選択しなかったということです。
　さて派遣から直雇用のパートの管理職に任用されるということはあまり例がないことですが、生鮮センターでは５月に２名の男性の方が派遣からキャリアパートのリーダーに任用されました。そのうちの一人の石田さんの話をしたいと思います。インタビューしてきたものがありますので二人で再現してみます。
Ｑ．石田さんは何歳ですか?派遣のときは他に仕事をしていましたか？

Ａ．４１歳です。決まった職ではなく時々アルバイトをしてました。

Ｑ．派遣で働いていた時、どのような不満や要望がありましたか？

Ａ．水産加工で派遣として２年３ヶ月勤めました。「派遣」として割り切って働いていたので、特に不満や要望はありませんでした。

Ｑ．直雇用のキャリアパートの話が合った時、決心した決め手はどのような点ですか？

Ａ．女性が多いチームの中で(パートの男性は前任者のＫリーダーだけでした)、Ｋリーダーが休みの日の午後は｢派遣｣といっても、Ｋリーダーとほぼ同じ仕事をしていました。Ｋリーダーがパート工程長になったことをきっかけに、Ｋリーダーや副長から、直雇用としてリーダーで働かないかと声を掛けてもらい、「同じ仕事をやるなら派遣でなく直雇用で働いたほうが良いかな」と思いました。
　　保険や、有給休暇などもきちんとしているので安心して働けると思いました。
Ｑ．時給は派遣の時とどのぐらい違いがありますか？

Ａ．派遣のときは時給１０００円でした。キャリアパートに任用されてからは役割給など含めて４１０円アップし１４１０円になりました。賞与もあります。
Ｑ．同じ職場で派遣から直雇用のキャリアパートになって気持ちの上で変わった点はありますか？

Ａ．「派遣」の時は、与えられた仕事をこなすことでオーケーでしたが、直雇用のキャリアパートになり仕事の先々のことを考えながらやっていくこと、覚えることがたくさんあるので、責任感を持ちながら、チームのメンバーさんとのコミュニケーションをとりながらいい仕事ができるように前向きに働けるようになりました。
Ｑ．働くということをどのように考えますか？

Ａ．生活のため、少しでも安定した生活をしたいです。

Ｑ．現在の気持ちと、今後どのように働いていきたいか、労組に期待すること、自分自身でやっていきたいことはどのようなことですか？

Ａ．まだ３ヶ月しか経っていないので、分からないことも多く、必死でやっている状況です。でも周りの人たちに、教えられたりしながら、コミュニケーションをとって働けることに喜びを感じています。今後、正規職員を目指していくかどうかについてはまったく考えていないわけではありません。頭の隅にはあります。まずは今の仕事がきちんとできるように努力していきたいと思います。定年まで生協で働き続けるかについても、他に挑戦したいこともあるので、まだはっきりと決めてはいませんが、とにかく今の仕事を精一杯やっていくだけです。

最後におまけのご報告。派遣の人が一人でも入れる「生協関連一般労働組合関東」が結成されました。コープネット労組は、派遣の人も、直雇用の正規、パート、アルバイトも、おなじ職場で働く人みんなが納得して働けるよう目指しています。そのためにもたくさんの派遣の仲間が労組のなかまとなって声を出していけるよう頑張っていきます。
